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即潅軒
ウェルシュ育　C．wdd札　Cloatridiumper柚岬湘

〔サi嫁直　685押啓佗叱

〔食や亀
土壌、ヒト腸管に存在

．A守
備車を

〔A型音）

C，D，E型の5型（毒素の産生スペクトルで）
動物、ヤギ、ヒツジ

○食中毒　潜伏期

下痢、腹痛（発熱、嘔吐はない）　陸軍

菌→腸管→芽胞形成時→毒素産生（感染型）

合衆国　Salmone晦S．乱打euSに次いで第3位

シチューの再加熱（43－45℃最適温度）

郡毎mtox桓　319アミノ酸

ノJ、孔形成　機序不明

○ガス壊症　潜伏期6時間～3日程度

ニー：＿主

射㌢－ソし碗

外傷→ガスの貯留、筋の壊症

壊死組織甲除去と〔　■高区郎漉

し早期の切断が回避可能に

PhospholipaseC（lecithlnaSe）活性を持つ

ホスフナチジルコリンを分解

1

、難卿こより細胞破壊（溶血活性もある）
〔C型音〕

動物（ヒツジ、仔羊）の腸管

壊癌性腸炎　汚染された肉を摂取することにより

㊥神経毒といわれているが機序は不明

Cl梱tddiumdi梢d暮せ→CD

偽膜性大腸炎　Pseudomembrmouscolitis

〔毒素〕

求A毒素…腸炎（monoglucosyltransfbrase）

〔治療〕　　′一汗、・再餉■い∴∵いや

〔賓融つやム
〔、Jへしト・・・・‥ノrl・1

〔転甑机根調

20晒　転雨滴
27伸展

「　添毎食確ど之衡

恥顧ラ叶賄華ピ弟オ示、
サフZLとろウ、，でこ。

ガス壊痘

C．per放ingens

C．novyl

C．septlCum

C．flistolyticum

C．bifbrmentans

C．免llax

担鼓恒ドけし拉んど伴い
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